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午
後
三
時
半
か
ら
始
ま
っ

た
総
会
に
は
会
員
約
三
十
人

が
出
席
。
ま
ず
種
橋
美
樹
さ

ん
を
議
長
に
、
駒
形
千
夏
さ

ん
を
副
議
長
に
、
書
記
に
高

橋
美
香
さ
ん
を
選
出
。
矢
部

代
表
ら
役
員
か
ら
「
第
四
期

に
い
が
た
映
画
塾
」
「
映
画

塾
通
信
Ｎ
Ｇ
」
な
ど
の
九
九

年
度
（
九
八
年
十
一
月
―
九

九
年
十
二
月
）
活
動
報
告
が

さ
れ
、
収
支
決
算
（
収
入
八

十
三
万
五
千
九
百
二
十
八

円
、
支
出
六
十
八
万
一
千
九

百
九
十
九
円
）
が
会
員
の
拍

手
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
会
員
か
ら
の
質

問
に
答
え
る
形
で
、
矢
部
代

表
や
五
十
嵐
政
人
事
務
局
長

ら
に
よ
り
、
二
〇
〇
〇
年
度

活
動
計
画
案
が
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

　
市
民
団
体
と
し
て
設
立
以

来
の
夢
だ
っ
た
作
品
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
、
矢
部

代
表
は
「
映
画
塾
に
直
接
、

映
像
制
作
の
依
頼
が
あ
る
よ

う
な
状
況
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
」
と
意
欲
を
語
り
、
そ

れ
を
受
け
る
形
で
会
員
の
ナ

シ
モ
ト
タ
オ
さ
ん
か
ら
、
複

数
の
筋
か
ら
具
体
的
な
制
作

依
頼
が
来
て
い
る
こ
と
が
公

表
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
十

嵐
事

務
局

長
は

「
『
映
画
塾
』
と
い
う
名
前

が
、
映
画
関
係
者
の
間
で
は

売
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
塾
で
何
か
を
撮
っ
て
、

で
き
れ
ば
多
少
お
金
を
稼
げ

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
ま

第
八
号
　

編
集
・
発
行
　

に
い
が
た
映
画
塾
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０
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潟
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フ
ァ
ク
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２
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２
４
８

９
０
８
８

た
、
こ
れ
ま
で
の
会
員
の
作

品
は
、
塾
が
お
手
伝
い
す
る

と
い
う
ス
タ
ン
ス
だ
っ
た

が
、
資
金
面
な
ど
で
映
画
塾

制
作
の
方
が
都
合
が
よ
け
れ

ば
映
画
塾
制
作
と
い
う
形
で

進
め
て
い
き
た
い
」
と
意
欲

を
述
べ
ま
し
た
。

　
機
材
購
入
基
金
に
つ
い
て

は
「
映
画
塾
は
お
金
が
な

く
、
所
有
の
機
材
は
露
出
計

と
レ
フ
板
ぐ
ら
い
し
か
な

い
。
機
材
が
な
い
の
に
必
要

な
機
材
が
あ
る
な
ら
、
ほ
し

い
人
が
お
金
を
出
し
合
っ
て

買
う
し
か
な
い
」
（
五
十
嵐

事
務
局
長
）
と
説
明
。
五
十

万
円
を
目
標
に
会
員
か
ら
出

資
を
募
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

機材基金をお寄せ下さい！

　ほしい機材は山ほどある。でも予算か

らねん出することは不可能…。このジレ

ンマを克服するため映画塾は「機材購入

基金」を創設、会員の皆さんから広く出

資を募ることになりました。特にビデオ

プロジェクターは、今後の上映活動には

必要不可欠です。このほかにも、現在足

りないと思われる物を定例会でリスト

アップしました。

　ぜひ出資にご参加下さい！

作品プロデュースに本腰

　
二
〇
〇
〇
年
度
の
役
員
は

全
員
残
留
す
る
こ
と
が
総
会

で
決
ま
り
ま
し
た
。
名
前
は

以
下
の
通
り
。

　
代
　
表
　
　
矢
部
孝
男

　
副
代
表
　
　
笹
崎
隆

　
　
　
　
　
　
星
龍
雄

　
事
務
局
長
　
五
十
嵐
政
人

　
会
　
計
　
　
長
谷
川
幸
枝

　
会
計
監
査
　
福
島
春
夫

　
　
　
　
　
　
堀
浩

　
に
い
が
た
映
画
塾
の
二
〇
〇
〇
年
度
（
二
〇
〇
〇
年
一
月
―
十
二
月
）
総
会
が
昨
年
末
の
十
二
月
二
十
六
日
、
新
潟

市
万
代
市
民
会
館
で
開
か
れ
、
総
額
八
十
八
万
八
千
円
の
新
年
度
予
算
や
活
動
計
画
な
ど
を
全
会
一
致
で
決
定
し
ま
し

た
。
活
動
計
画
で
は
「
映
画
塾
に
よ
る
映
画
や
映
像
作
品
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
」
に
本
腰
を
入
れ
て
取
り
組
む
こ
と
や
、

県
内
外
へ
会
員
作
品
の
上
映
を
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
な
ど
が
新
た
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ビ
デ

オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
の
機
材
を
購
入
す
る
費
用
を
捻
出
す
る
た
め
「
機
材
購
入
基
金
」
を
創
設
す
る
こ
と
も
決

定
。
西
暦
二
〇
〇
〇
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
て
、
よ
り
積
極
的
な
活
動
計
画
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア

リ
ス
ト
手
塚
眞
氏
と
映
画
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
古
澤
敏
文
氏

を
に
い
が
た
映
画
塾
の
名
誉

会
員
と
す
る
こ
と
も
決
ま
り

ま
し
た
。

　
手
塚
氏
監
督
の
映
画
「
白

痴
」
を
新
潟
で
制
作
す
る
土

壌
と
し
て
「
に
い
が
た
映
画

塾
」
を
立
ち
上
げ
た
功
績

や
、
映
画
・
映
像
を
新
潟
に

根
付
か
せ
る
た
め
に
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
く
れ
た
の
が

選
出
理
由
で
す
。

　
名
誉
会
員
に
対
す
る
特
典

は
い
っ
さ
い
あ
り
ま
せ
ん

が
、
両
氏
に
は
今
後
も
映
画

塾
の
発
展
に
つ
い
て
協
力
を

要
請
し
て
い
き
ま
す
。

手
塚

古
澤
氏

名
誉
会
員
に

２
０
０
０
年
度
総
会
の
様
子

　
第
五
期
と
な
る
映
像
実
践

講
座
の
開
催
に
向
け
て
、
本

格
的
な
準
備
が
始
ま
り
ま
し

た
。
一
期
か
ら
四
期
ま
で
の

成
果
を
踏
ま
え
て
、
ど
う
い

う
講
座
に
す
る
の
か
定
例
会

で
熱
心
な
討
議
が
続
い
て
い

ま
す
。
講
座
の
内
容
は
ま
だ

白
紙
で
す
。
ぜ
ひ
話
し
合
い

に
参
加
し
て
下
さ
い
。

　
第
五
期
の
最
大
の
懸
念
材

料
は
予
算
の
問
題
。
こ
れ
ま

で
の
講
座
は
新
潟
県
と
新
潟

市
の
助
成
金
が
出
て
い
た
た

め
、
受
講
生
は
東
京
の
同
様

の
講
座
に
比
べ
ひ
と
ケ
タ
も

違
う
低
料
金
で
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
県
の
助
成
金
は
回
数
制

限
が
あ
る
た
め
、
今
回
は
期

待
で
き
ま
せ
ん
。

　
準
備
も
含
め
一
年
近
い
作

業
や
、
そ
の
ほ
か
の
活
動
を

圧
迫
し
て
い
る
こ
と
や
、
多

く
の
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
マ

ン
ネ
リ
に
な
っ
て
い
る
面
も

否
定
で
き
ま
せ
ん
。

　
年
が
明
け
て
一
月
十
一
日

の
定
例
会
で
は
「
講
座
は
映

画
塾
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

ー
の
よ
う
な
も
の
。
続
け
る

こ
と
に
意
味
が
あ
る
」
と
い

う
発
言
や
、
実
際
に
講
座
の

問
い
合
わ
せ
や
「
第
五
期
を

受
講
す
る
た
め
」
映
画
塾
に

入
会
し
た
会
員
が
六
、
七
人

現
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ

と
を
受
け
、
第
五
期
開
催
準

備
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
い
ま
の
と
こ
ろ
開
講
日
ど

こ
ろ
か
、
ど
の
よ
う
な
五
期

に
す
る
か
は
未
定
で
す
。
し

か
し
、
新
潟
唯
一
の
映
像
実

践
講
座
に
対
す
る
期
待
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
の
も
会
員

は
は
っ
き
り
と
感
じ
て
い
ま

す
。
い
ま
は
ま
さ
に
「
産
み

の
苦
し
み
」
の
真
っ
最
中
。

ご
意
見
を
ぜ
ひ
お
寄
せ
下
さ

い
。
そ
し
て
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
参
加
し
て
下
さ
い
。

第
５
期

開
催
へ

　
年
度
総
会
で
活
動
計
画
承
認

2000
機
材
購
入
へ
基
金
創
設

役
員
は
全
員
残
留

目標金額：50万円

購入目標機材：ビデオプロジェクタ

ー、ＤＶウォークマン、マイク、ミキ

サー

出資者の特典：金額に応じた優先使用

権、無料使用権（出資者以外の方は有

料貸し出しとなります。金額は未定)

出資金額：いくらでも、できる限り

問い合わせ：

笹崎まで（個人事務所025-248-9655

または映画塾事務所025-248-9088）

　出資者は映画塾通信ＮＧで名前を掲

載します。
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九
百
二
十
八
円
、
支
出
は
六

十
八
万
一
千
九
百
九
十
九
円

で
、
差
し
引
き
十
五
万
三
千

九
百
二
十
九
円
が
二
〇
〇
〇

年
度
へ
繰
り
越
し
に
な
っ
て

い
る
。

　
こ
の
数
字
だ
け
見
て
み
る

と
、
映
画
塾
は
き
わ
め
て
健

全
な
黒
字
運
営
を
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際

は
、
支
出
の
か
な
り
の
部
分

は
会
員
の
「
持
ち
出
し
」
に

頼
っ
た
と
言
っ
た
方
が
正
し

い
。
表
①
と
②
の
支
出
を
見

て
ほ
し
い
。
第
４
期
映
画
塾

や
定
期
上
映
会
、
ホ
ー
ム
ペ

　
九
九
年
度
の
決
算
（
表
①

と
表
②
の
合
算
）
を
見
る

と
、
収
入
は
八
十
三
万
五
千

ー
ジ
な
ど
に
関
し
て
の
補
助

は
い
っ
さ
い
な
く
、
独
立
採

算
や
会
員
の
持
ち
出
し
で
運

営
さ
れ
た
の
が
実
状
だ
。

　
事
務
所
の
家
賃
に
つ
い
て

も
九
八
年
十
月
か
ら
九
九
年

十
二
月
ま
で
十
五
カ
月
間
の

次
ペ
ー
ジ
先
頭
に
続
く
）

貯金利子　223　貯金箱　3,000　懇親会残

金　38,135　子供の宇宙から　10,000　駐

車場使用料　8,500

3期映画塾　105,190　駐車場、家賃組合　

4,220

732,548

59,858

3,000

52,480

31,800

476,000

109,410

合計

その他

映画塾冊子

機材印刷機使用料

ビデオ売上金

会費

繰越金

内訳決算額項目

灯油　9,979、ゴミ袋・トイレットペーパー

　4,196　文房具　388、コピー用紙　

1,274、領収書　157、スペアキー　525、祝

酒　1,134　ＺＩＰ　1,764、エアダスター　

819

FAX用紙　577、インク　3,922+1,200、ト

ナー　4,200×2

A4クリーム　4,242、マスター　16,800×2

リール　10,552、2期作品磁気コーティング

　10,000、映写ベルト　4,000、ランプ　

7,237、フィルムクリーナー　1,008

98年10月　12,473　11月　14,385　12月　

9,211　99年1月　4,693　2月　5,586　3月

　5,292　4月　5,281+2,079　5月　

7,276+2,079　6月　7,287+808　7月～9月

　5,000×3

映画塾新聞発送　33,890（2月148通、4月

153通、10月92通）フィルム、ビデオ送料　

3,070　年賀葉書　1,500

1998年11月～1999年10月(毎月1万円）

1998年10月～1999年10月（毎月1万円）

558,099

4,480

20,236

12,000

11,500

14,500

14,099

76,371

32,792

83,661

38,460

120,000

130,000

合計

振込手数料

維持費

ぴあ出品料

ビデオ編集費

3期冊子

FAX、コピー

印刷機

消耗品

電話

通信費

光熱費

家賃

内訳決算額項目

灯油　2,495、封筒　

1,403　封筒印刷　

8400、映画塾新聞印

刷　5,990、ゴム印　

4,725、蛍光灯　

787、書籍代金　

2,900

26,700維持費

13,000ビデオ編集費

2,000×6本12,000ぴあ出品料

11月分、12月分

4期冊子　6,270（33

通）　映画塾新聞発送

　10,800（135通）フ

ィルム、ビデオ送料　

2,180　年賀葉書　

2,500

11月分、12月分

11月分、12月分

123,900

10,000

22,200

20,000

20,000

合計

電話

通信費

光熱費

家賃

内訳決算額項目

400印刷機使用料

3,000機材使用料

貯金箱　2,000　駐

車場使用料　4,930

277,829

6,930

45,550

12,500

35,000

174,449

合計

その他

映画塾4期残金

ビデオ売上金

会費

繰越金

内訳決算額項目

予
算
の
解
説

表①　決算書1（1998年11月～99年10月）
収　入

支　出

表②　決算書2（1999年11月～12月）
収　入

支　出

差引153,929円を2000年度に繰越

決算が2表なのは、当初年度末が10月末だったた

め。その後の定例会で、12月末に変更になった

決
算
の
概
略

　
映
画
塾
が
市
民
団
体
に
な
っ
て
二
年
目
と
な
る
二
〇

〇
〇
年
度
が
一
月
、
ス
タ
ー
ト
し
た
。
新
年
度
予
算
は

手
探
り
の
一
年
目
を
踏
ま
え
、
わ
ず
か
な
が
ら
積
極
予

算
に
踏
み
込
ん
だ
。
一
九
九
九
年
度
決
算
の
報
告
と
二

〇
〇
〇
年
度
予
算
の
解
説
、
問
題
点
を
解
説
す
る
。
な

お
、
以
下
の
文
章
は
個
人
的
な
意
見
で
あ
る
こ
と
を
あ

ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。

（
副
代
表
・
星
龍
雄
）

黒字財政は見かけ上
会員の｢持ち出し｣に頼る

年

度

99
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新
年
度
予
算
の
支
出
（
表

③
参
照
）
は
、
前
年
度
決
算

比
で
三
〇
・
二
％
増
加
し

た
。
新
規
支
出
と
し
て
は

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
「
Ｆ
Ｍ

制
作
費
」
「
上
映
会
」
「
新

潟
県
ア
マ
チ
ュ
ア
映
像
連
盟

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
局

で
放
送
中
の
「
シ
ネ
マ
で
愛

し
て
」
の
録
音
Ｍ
Ｄ
や
放
送

用
音
楽
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
実
費
。

上
映
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
定

期
上
映
会
「
シ
ネ
シ
ネ
バ
ン

バ
ン
」
を
よ
り
充
実
さ
せ
る

た
め
に
、
補
助
金
を
出
す
こ

と
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
県
ア
マ
チ
ュ
ア
映

像
連
盟
は
、
県
内
の
映
像
団

体
の
し
に
せ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
。
構
成
員
は
壮
・
高
年
齢

者
が
多
い
が
、
映
画
塾
が
活

動
の
柱
に
掲
げ
る
「
交
流
」

に
は
世
代
間
の
交
流
も
含
ま

れ
る
こ
と
や
、
大
先
輩
の
技

術
を
学
ぶ
こ
と
も
重
要
だ
と

　
こ
の
よ
う
に
、
身
の
丈
に

合
わ
せ
な
が
ら
、
さ
さ
や
か

な
が
ら
事
業
費
も
盛
り
込
ん

だ
新
年
度
予
算
だ
が
、
問
題

会
費
」
の
四
つ
が
挙
げ
ら
れ

る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
九
八

年
四
月
開
設
以
来
、
約
二
年

を
経
て
デ
ー
タ
量
が
膨
大
に

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
よ
り
大
容
量
の
契
約
を

結
ぶ
必
要
が
出
て
き
た
た
め

だ
。
　
Ｆ
Ｍ
制
作
費
は
、
新
津
市

点
も
依
然
と
し
て
残
っ
て
い

る
。
　
最
大
の
懸
念
材
料
は
、
会

費
収
入
の
伸
び
悩
み
だ
。
新

年
度
は
、
前
年
度
と
同
額
の

四
十
七
万
六
千
円
を
見
込
ん

で
い
る
が
、
こ
れ
は
第
四
期

映
画
塾
卒
業
生
ら
が
加
わ
り

新
規
会
員
数
が
二
百
人
ほ
ど

ま
で
増
加
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
既
存
会
員
の
未
納
者

増
加
な
ど
で
収
入
は
相
殺
さ

れ
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
た

め
だ
。
前
年
度
は
発
足
初
年

度
と
い
う
こ
と
で
「
ご
祝

儀
」
的
な
会
費
が
多
か
っ
た

こ
と
も
役
員
ら
の
危
機
感
を

募
ら
せ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
約
三
〇
％
増

え
た
支
出
の
穴
埋
め
と
し
て

繰
越
金
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
ほ
か
、
リ
ソ
グ
ラ
フ
の
使

用
料
、
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
・
フ

ェ
ス
の
売
り
上
げ
な
ど
を
収

入
に
充
て
た
。
そ
れ
で
も
足

り
な
い
た
め
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
出
店
し
、
売
り
上

げ
を
予
算
に
盛
り
込
む
と
い

う
苦
肉
の
ア
イ
デ
ア
ま
で
現

実
化
し
た
。
こ
の
考
え
に
対

し
て
、
総
会
で
は
「
会
員
か

ら
商
品
を
拠
出
し
て
も
ら
う

の
は
い
い
が
、
売
れ
残
っ
た

在
庫
は
ど
こ
に
置
け
ば
い
い

の
か
」
な
ど
と
懸
念
す
る
声

も
出
て
い
る
。

　
県
内
外
の
各
種
団
体
と
の

交
流
を
活
発
に
進
め
る
に
は

対
外
活
動
を
保
証
す
る
「
旅

費
助
成
」
が
必
要
だ
が
、
予

算
の
め
ど
が
立
た
な
い
た
め

見
送
ら
れ
た
。

　
新
規
会
員
が
増
え
れ
ば
増

え
る
ほ
ど
「
Ｎ
Ｇ
（
映
画
塾

通
信
）
」
な
ど
の
郵
送
費
が

か
さ
む
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
も

あ
る
。
「
会
費
を
払
わ
な
い

会
員
に
ま
で
ダ
イ
レ
ク
ト
メ

ー
ル
を
送
る
必
要
が
あ
る
の

か
」
と
い
う
意
見
も
総
会
で

は
出
た
が
、
「
金
額
に
は
関

係
な
く
、
映
画
塾
に
対
す
る

思
い
は
同
じ
」
（
矢
部
孝
男

代
表
）
と
い
う
原
則
論
か
ら

会
員
の
「
選
別
」
が
見
送
り

に
な
っ
た
経
緯
も
あ
る
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
映
画
塾
は

維
持
す
る
だ
け
で
精
一
杯
と

い
う
状
況
が
続
き
か
ね
な

い
。
　
し
か
し
維
持
す
る
だ
け
で

は
な
ん
の
意
味
も
な
い
。

「
新
潟
で
映
像
作
品
が
生
ま

れ
る
環
境
を
つ
く
る
」
と
い

う
目
的
を
各
会
員
が
理
解

し
、
活
発
な
活
動
の
た
め
に

一
円
で
も
多
く
の
会
費
が
集

ま
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

FM制作費30,000(新)、上映会10,000×6回(新)

新潟県アマチュア映像連盟会費(新)

ぴあ出品料(同)

(増)

リール、ランプ、クリーナー、ベルトほか

駐車場補助代　3,000×12カ月(新)

灯油、トイレットペーパー、文房具など

入会金　5,000円+4,000円×12カ月(新)

8,000×12カ月(増)

葉書(上映会)50円×7カ月×150人＝52,500、封筒

(通信・上映会）90円×4カ月×200人＝72,000

円、宅配便　5,500円(増)

10,000円×12カ月(同)

15,000×12カ月(増)

888,000

90,000

13,000

5,000

12,000

15,000

80,000

8,000

30,000

36,000

20,000

53,000

96,000

130,000

120,000

180,000

合計

事業費

負担金

振込手数料

ぴあ出品料

ビデオ編集費

リソグラフ

書籍代

消耗品

駐車場代

維持費

ホームページ

電話代

通信費

光熱費

家賃

内訳予算額項目

888,000合計

10,071その他

4期45,550円ほか153,929繰越金

(新)48,000フリーマーケット売上金

(新)30,000インディーズ残金

(新)60,000上映会残金

1円×3万枚(新)30,000リソグラフ使用料

50,000機材使用料

（同）30,000ビデオ売上金

99年度と同じ476,000会費

内訳予算額項目                                                  

問
　
題
　
点

予
算
の
内
訳

表③　2000年度予算（2000年1月～12月）

収　入

支　出

注
　

新

は
新
規
、

増

は
前
年
度
か
ら
増
額
、

同

は
同
額

支
出
は
十
五
万
円
。
つ
ま
り

毎
月
一
万
円
を
負
担
し
た
だ

け
だ
。
実
際
の
家
賃
は
月
七

万
円
。
残
り
は
「
同
居
」
し

て
い
る
会
員
の
笹
崎
隆
氏
の

個
人
事
務
所
と
ｉ
ｎ
ｏ
ｕ
ｔ

が
負
担
し
て
い
る
。
事
務
所

維
持
費
一
つ
と
っ
て
も
会
員

の
個
人
的
な
好
意
に
頼
っ
て

い
る
の
が
実
状
だ
。

　
映
画
塾
が
管
理
（
所
有
で

は
な
い
）
し
て
い
る
八
ミ
リ

な
ど
の
機
材
は
二
十
年
以
上

前
の
も
の
が
多
く
、
特
に
映

写
機
の
故
障
が
目
立
つ
。
し

か
し
修
理
費
も
予
算
か
ら
は

捻
出
で
き
な
い
た
め
、
先
送

り
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多

い
。

事
業
盛
り
込
み
３
割
増

新
年
度

支
　
出

考
え
た
か
ら
だ
。

　
こ
の
ほ
か
、
既
存
会
員
へ

の
広
報
活
動
を
活
発
に
す
る

た
め
に
「
通
信
費
」
を
十
三

万
円
（
前
年
度
当
初
予
算
比

八
万
円
増
）
と
し
、
毎
月
会

員
に
何
ら
か
の
案
内
を
送
れ

る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
リ
ソ

グ
ラ
フ
（
事
務
所
に
あ
る
簡

易
印
刷
機
）
も
、
こ
の
一
年

間
の
実
情
に
合
わ
せ
八
万
円

（
同
五
万
六
千
円
増
）
に
し

た
。

　
さ
ら
に
概
略
で
述
べ
た
、

会
員
の
持
ち
出
し
に
す
が
る

体
質
を
是
正
す
る
た
め
、

「
家
賃
」
負
担
は
月
一
万
五

千
円
に
増
額
し
た
た
め
年
間

で
十
八
万
円
（
同
六
万
円

増
）
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
利

用
す
る
会
員
だ
け
で
割
り
勘

に
し
て
い
た
「
駐
車
場
代
」

も
、
来
客
用
な
ど
の
用
途
も

あ
る
た
め
新
た
に
月
三
千
円

を
予
算
か
ら
補
助
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

フ
リ
マ
ー
で
収
入
穴
埋
め
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郷
の
冬
が
世
間
で
言
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
暗
く
長
い
と
い

う
印
象
を
抱
い
た
こ
と
は
一

度
も
な
い
。
陽
光
に
反
射
す

る
ま
ば
ゆ
い
ほ
ど
の
雪
の

白
、
視
界
に
広
が
る
華
や
か

な
雪
原
、
白
い
世
界
が
人
々

の
心
を
お
だ
や
か
に
静
め
て

く
れ
る
」
と
い
う
映
像
詩
だ

と
手
紙
に
書
い
て
あ
っ
た
。

　
果
た
し
て
『
津
軽
』
は
暗

く
、
重
く
、
沈
ん
で
い
た
。

そ
れ
な
の
に
、
『
死
期
』
の

　
五
十
嵐
匠
の
八
ミ
リ
を
初

め
て
見
た
の
は
、
昭
和
五
十

四
年
の
九
月
だ
と
思
う
。
夏

休
み
に
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
を

一
人
連
れ
て
帰
省
し
、
一
本

撮
っ
て
帰
っ
て
き
た
。
江
古

田
の
彼
の
下
宿
だ
と
思
う
。

四
畳
半
の
襖
（
ふ
す
ま
）
か

壁
に
映
し
た
そ
の
画
に
は

ち
ょ
っ
と
驚
い
た
。
と
い
う

よ
り
、
嫉
妬
し
た
。
一
年
後

輩
で
カ
メ
ラ
も
ほ
と
ん
ど

扱
っ
て
な
い
匠
な
の
に
。

　
見
た
こ
と
の
な
い
彼
の
故

郷
津
軽
が
、
美
し
く
、
暖
か

く
、
輝
い
て
い
た
。
「
す
ご

い
の
撮
っ
た
な
、
匠
」
と
言

う
ほ
か
な
か
っ
た
。
「
編
集

し
な
く
て
い
い
よ
」
と
先
輩

ぶ
っ
た
。
そ
の
八
ミ
リ
は

『
死
期
』
と
名
付
け
ら
れ

た
。
何
か
の
原
型
の
よ
う

だ
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
十
年
、
彼
は
最

初
の
劇
場
公
開
映
画
『
津

軽
』
を
完
成
さ
せ
た
。
「
故

よ
う
に
輝
い
て
い
た
。
十
年

前
と
同
じ
よ
う
に
「
す
ご
い

の
撮
っ
た
な
」
と
、
ま
た

言
っ
た
。
今
度
は
気
持
ち
よ

か
っ
た
。

　
そ
の
後
、
彼
は
映
画
監
督

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
「
す
ご
い
の
撮
れ
よ
」

と
『
ナ

ン
ミ

ン
・

ロ
ー

ド
』
、
『
サ
ワ
ダ
』
を
見

た
。
す
ご
い
か
ど
う
か
の
原

型
は
、
『
死
期
』
と
『
津

軽
』
に
あ
る
。
『
地
雷
を
踏

ん
だ
ら
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
』
は
果

た
し
て
ど
う
か
。
『
死
期
』

と
『
津
軽
』
を
見
な
け
れ
ば

始
ま
ら
な
い
。
五
十
嵐
政
人

シネシネバンバン2000日程

■1月29日(土)

五十嵐匠監督特集
～8mm処女作から劇場公開第1作まで～

　

▽開演：1回目午後2時（4時45分終了予定）、

2回目午後6時15分(午後9時終了予定)、午後5

時から6時まで、五十嵐監督の講演あり

▽場所：新潟市万代市民会館３Ｆ視聴覚室

▽上映協力金：1200円（映画塾会員、シネ・

ウインド会員、電話予約、チラシ持参の方は

1000円）

▽上映作品

　①「死期」（79年、8ミリ15分）

　②「幻影肢」（80年、8ミリ45分）長谷川和

彦監督の推薦を受けＰＦＦ入選

　③「埴輪」（81年、8ミリ20分）

　④「津軽」（1989年、16ミリ75分）室田日

出男、川島昭恵主演。盲目の女にいざな

われた男の故郷へのレクイエム

■2月27日(日)

寺田裕之特集

▽開演：午後1時半(午後6時終了予定)

▽場所：万代市民会館視聴覚室

▽上映協力金：1000円

▽上映作品

　①「人間の眠っている間に」（82年、4分30

秒）飼い猫が演じる作者自身の夏休みの

話

　②「おばあちゃんの裁縫」（83年、3分）お

ばあちゃんの日常の風景の日記映画

　③「THE INFINITE」（85年、10分23秒）

スチール写真のコマ撮り実習映画

　④「死神特急」（89年、12分）人殺しの若

者と生命のない物との地獄の闘い。91年

ゆうばり国際冒険・ファンタスティック

映画祭オフシアター部門グランプリ

　⑤「終」（80年、53分）空き巣狙いが趣味

になった高校生の話。利重剛主演。日本

映像フェスティバル、東京都知事賞受賞

◎全作品テレシネによるビデオ上映です。

◎作品解説あり。寺田監督来訪予定

▽予約・問い合せ　にいがた映画塾

　　　　　　　　　　　　　025-248-9088

　
映
画
塾
の
定
期
上
映
会
「
シ
ネ
シ
ネ
バ
ン
バ
ン
」
。
上
映
形
態
を
あ
ら
た
め
「
シ
ネ

シ
ネ
バ
ン
バ
ン
２
０
０
０
」
と
し
て
再
出
発
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
第
一
弾
は
浅

野
忠
信
主
演
「
地
雷
を
踏
ん
だ
ら
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
」
の
新
潟
公
開
を
記
念
し
て
、
五
十
嵐

匠
監
督
特
集
を
一
月
二
十
九
日
開
催
し
ま
す
。

　
シ
ネ
バ
ン
は
「
毎
月
第
二

金
曜
日
は
新
潟
イ
ン
デ
ィ
ー

ズ
の
日
！
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
九
八
年
十
二
月
か

ら
九
九
年
十
二
月
ま
で
全
十

一
回
開
催
（
八
、
十
一
月
は

休
み
）
。
新
潟
大
横
に
あ
る

飲
食
店
「
Ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
　
Ｎ
ｏ

　
２
０
０
１
」
を
会
場
に
、

毎
回
四
十
人
ほ
ど
の
観
客
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
中
心
に
な
っ
た
豊

島
裕
之
さ
ん
の
指
摘
の
通
り

多
く
の
反
省
点
も
あ
る
た

め
、
佐
藤
広
一
特
集
を
最
後

に
、
こ
れ
ま
で
の
形
態
の
シ

ネ
バ
ン
は
い
っ
た
ん
幕
を
閉

じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
有
志
で
上
映
会

の
存
続
に
つ
い
て
話
し
合
い

を
し
ま
し
た
が
、
定
期
上
映

会
は
必
要
だ
と
い
う
声
や
、

こ
れ
ま
で
の
会
員
制
作
の
作

品
上
映
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広

く
魅
力
的
な
作
品
も
紹
介
す

る
べ
き
だ
と
い
う
声
を
受
け

て
、
暫
定
的
に
二
〇
〇
〇
年

バ
ー
ジ
ョ
ン
を
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
上
映
会
の
今
後
の
方
向
は

ま
だ
固
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
も
ス
タ
ッ
フ
会
議
を
開

い
て
い
き
ま
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
話
し
合
い

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
五
十
嵐
匠
監
督
特
集
は
、

大
学
の
先
輩
で
あ
る
五
十
嵐

政
人
事
務
局
長
の
発
案
。

「
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｄ
Ａ
」
（
九
六

年
キ
ネ
マ
旬
報
文
化
映
画
第

一
位
）
な
ど
優
れ
た
作
品
を

生
み
だ
し
た
五
十
嵐
監
督
の

原
点
と
も
い
え
る
学
生
時
代

の
八
ミ
リ
処
女
作
品
か
ら
劇

場
公
開
の
第
一
作
ま
で
、
軌

跡
を
た
ど
り
ま
す
。
当
日
は

五
十
嵐
監
督
も
来
場
し
、
講

演
を
行
う
予
定
で
す
。

　
な
お
、
「
地
雷
…
」
は
二

月
四
日
ま
で
シ
ネ
・
ウ
イ
ン

ド
で
上
映
中
。

　
今
回
、
一
年
を
通
し
て

月
一
回
の
ぺ
ー
ス
で
上
映

会
を
し
て
き
ま
し
た
（
八

月
、
十
一
月
を
除
く
）
。

第
三
回
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
り
は
じ
め
ま
し
た

が
、
映
画
塾
関
係
者
以
外

の
お
客
様
か
ら
辛
辣
な
感

想
を
頂
く
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
外
部
の
人

た
ち
に
は
開
か
れ
た
場
で

な
い
、
と
い
う
も
の
で
し

た
。
ま
た
、
身
内
た
ち
だ

け
で
楽
し
ん
で
い
る
、
と

い
う
も
の
も
あ
り
ま
し

た
。
　
純
粋
に
自
主

映
画
を
観
よ
う

と
い
う
お
客
様

は
確
実
に
い
ま

し
た
（
関
係
者

以
外
の
人
た
ち

の

こ

と

で

す
）
。
け
れ
ど
、
彼
ら
、

彼
女
ら
に
は
近
付
け
な
い

雰
囲
気
が
会
場
に
は
あ
っ

た
と
主
催
側
の
私
は
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　
関
係
者
の
方
々
は
お
客

で
は
な
い
と
は
言
い
ま
せ

ん
。
上
映
会
を
私
た
ち
と

一
緒
に
楽
し
ん
で
も
ら
い

た
い
。
け
れ
ど
も
、
映
画

塾
を
こ
れ
か
ら
も
広
げ
て

い
き
た
い
の
な
ら
、
他
の

お
客
様
と
一
緒
に
楽
し
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
無

意
識
に
自
分
た
ち
の
村
社

会
を
つ
く
ら
な
い
で
ほ
し

い
。
こ
の
上
映
会
は
、
関

係
者
た
ち
の
パ
ー
テ
ィ
ー

で
は
な
く
、
関
係
者
と
お

客
様
の
交
流
す
る
場
の
は

ず
な
の
で
す
か
ら
。

　
以
上
、
関
係
者
の
人
た

ち
の
意
識
レ
ベ
ル
が
低
い

よ
う
な
書
き
方
を
し
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
主
催
側

の
私
の
宣
伝
不
足
、
上
映

会
場
の
演
出
不
足
な
ど

が
、
七
割
を
占
め
て
い
る

と
自
覚
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
一
年
の
経
験
か
ら

上
映
会
は
四
人
か
ら
六
人

の
ス
タ
ッ
フ
で
構

成
さ
れ
て
い
た
ほ

う
が
い
い
と
感
じ

ま
し
た
。

　
最
後
に
、
こ
の

定
期
の
自
主
映
画

上
映
会
は
、
失
敗

に
終
わ
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
当
初
の
目
的
の

「
映
画
塾
作
品
を
広
め

る
」
に
関
し
て
前
に
進
ん

で
い
ま
せ
ん
。

　
け
れ
ど
も
、
何
を
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、

と
い
う
疑
問
は
生
ま
れ
始

め
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の

意
識
レ
ベ
ル
は
前
に
進
ん

で
い
ま
す
。
上
映
会
は
続

け
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
答

え
に
た
ど
り
着
い
た
一
年

で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

シネバン99
反省と教訓

豊島　裕之

す
ご
い
の
原
型

死
期

と

津
軽
上
映
会
に

寄

せ

て

シネバン2000スタート!
第1弾は五十嵐匠監督特集

｢津軽｣の一場面



第8号　2000年(平成11年)  1月25日　　　ＮＧ(にいがた映画塾通信)　　　　　　　　(5)
　
拝
復

　
新
潟
映
画
塾
の
作
品
Ｖ
Ｔ

Ｒ
と
記
録
集
「
め
ま
い
」
を

御
恵
送
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
拝
見
し
て
、
退

屈
し
な
か
っ
た
と
い
う
か
、

そ
れ
ぞ
れ
に
表
現
の
原
基
の

よ
う
な
も
の
が
感
じ
ら
れ

て
、
面
白
い
一
時
を
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
前

に
み
た
Ｖ
Ｔ
Ｒ

と

比

較

し

て

も

、

レ

ベ

ル

ア
ッ
プ
を
感
じ

ま
す
し
、
作
品

に
届
い
て
い
る

も
の
が
多
い
な

あ
と
、
心
強
い

も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
以

下
、
簡
単
な
感
想
を
記
し
ま

す
。
■
「
舞
い
」

　
こ
の
一
篇
だ
け
は
、
退
屈

で
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の

車
の
走

り
の

シ
ー

ン
は

ち
ょ
っ
と
期
待
さ
せ
る
感
じ

が
あ
っ
た
だ
け
に
。
当
初
の

ア
イ
デ
ィ
ア
の
パ
タ
ー
ン
を

抜
け
出
す
映
像
が
な
く
て
。

こ
れ
で
は
作
品
以
下
で
す
。

■
「
嵩
と
そ
の
仲
間
た
ち
」

唯
一
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

で
す
が
、
坦
々
と
し
た
撮
り

方
は
悪
く
な
い
な
あ
と
思
い

ま
し
た
。
作
業
所
に
流
れ
る

日
々
の
時
間
の
手
触
り
の
よ

成
功
で
す
ね
。
編
集
の
セ
ン

ス
も
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

音
が
な
い
の
も
。
怖
さ
と
い

う
点
で
は
、
も
う
ち
ょ
っ
と

目
玉
切
り
込
ん
で
く
る
よ
う

な
な
に
か
鋭
さ
と
い
う
か
、

混
沌
と
い
う
か
、
そ
う
い
う

も
の
が
あ
っ
て
よ
い
の
で

は
。
そ
れ
が
な
い
分
、
印
象

は
い
い
け
れ
ど
、
軽
い
。

■
「
月
の
下
は
」

　
ア
イ
デ
ィ
ア
と
演
技
は
ア

マ
チ
ュ
ア
的
で
す
が
、
町
の

撮
り
方
が
新
鮮
で
、
楽
し
め

ま
し
た
。
構
図
や
編
集
に
力

を
感
じ
ま
す
。
こ
の
力
を
充

実
さ
せ
て
、
い
い
映
画
を

撮
っ
て
ほ
し
い
な
あ
と
思
い

ま
し
た
。

■
「
パ
ン
ダ
」

　
実
験
映
画
風
で
、
印
象
に

残
る
シ
ー
ン
も
あ
っ
て
面
白

い
し
、
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
も

う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
全
体
の
印
象
と
し

て
は
ち
ょ
っ
と
淡
い
感
じ
。

■
「
ひ
と
や
す
み
」

　
な
ん
だ
か
面
白
か
っ
た
で

す
。
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
の
よ
さ

で
し
ょ
う
か
。
か
な
り
素
人

映
画
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
は
あ
る

の
に
、
見
せ
る
力
が
あ
り
ま

す
。
二
人
の
出
演
者
の
素
人

的
な
よ
さ
も
、
う
ま
く
引
き

出
し
て
い
て
楽
し
め
ま
し

た
。
Ｆ
Ｍ
の
Ｄ
Ｊ
を
全
編
に

使
っ
た
の
も
、
い
い
で
す

ね
。
丁
寧
な
感
じ
が
好
き
で

す
。
■
「
王
様
と
裸
」

　
物
語
の
設
定
は
練
れ
て
な

い
し
、
演
技
も
決
し
て
う
ま

い
と
は
言
え
な
い
の
に
、

や
っ
ぱ
り
一
番
印
象
に
残
り

ま
し
た
。
出
演
者
の
二
人

の
、
人
間
か
ら
、
映
画
が
逆

に
引
き
出
さ
れ
て
、
最
後
の

海
で
の
映
像
的
に
も
パ
ワ
フ

ル
な
争
い
の
シ

ー

ン

に

ま

で

突

っ

走

っ

て

い
っ
た
映
画
と

い
う
感
じ
が
し

ま
す
。
五
十
嵐

さ
ん
の
中
年
男

ぶ
り
も
上
手
く

な
い
け
れ
ど
悪
く
な
い
。
ラ

ス
ト
に
彼
が
出
て
来
た
場
面

は
秀
逸
で
、
映
画
が
自
分
の

足
で
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
て

い
る
風
が
見
え
ま
す
。
今
回

の
映
画
塾
の
収
穫
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

　
以
上
、
御
礼
ま
で
。

　
お
聞
き
及
び
と
お
も
い
ま

す
が
、
来
年
は
村
井
さ
ん
、

小
船
井
さ
ん
・
小
川
さ
ん
・

上
田
さ
ん
た
ち
と
「
新
潟
絵

屋
」
と
い
う
企
画
展
空
間
を

下
町
に
作
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
ご
協
力
を
ぜ
ひ

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
草
々

美
術
評
論
家
）

　
新
津
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
Ｆ
Ｍ
局
「
ラ
ジ
オ
チ
ャ
ッ

ト
」
で
十
二
月
五
日
か
ら
放

送
し
て
い
る
、
に
い
が
た
映

画
塾
製
作
の
ラ
ジ
オ
番
組

「
Ｃ
ｉ
ｎ
ｅ
ｍ
ａ
で
愛
し

て
」
。
も
う
聴
き
ま
し
た

か
？

う
な
も
の
が
出
て
ま
す
ね
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
雰
囲
気
も

い
い
で
す
ね
。

■
「
少
女
の
館
」

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
映
像
（
構

図
）
、
演
技
な
ど
に
、
美
し

さ
と
濃
い
味
を
感
じ
ま
し

た
。
む
し
ろ
長
編
映
画
の
感

触
で
す
ね
。
逆
に
い
う
と
十

一
分
の
作
品
と
し
て
は
、
中

途
半
端
と
い
う
印
象
が
残
り

ま
す
。
「
王
様
と
裸
」
の
よ

う
に
、
多
少
破
綻
し
て
も
、

行
く
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
て
し

ま
う
勢
い
が
欲
し
い
気
が
し

ま
す
。
登
場
人
物
同
士
の
交

情
も
、
ま
だ
学
生
演
劇
的
な

枠
の
中
と
い
う
感
じ
。
映
画

が
も
っ
と
深
い
夢
に
落
ち
て

い
く
と
、
す
ご
く
魅
力
的
な

な
に
か
が
わ
き
出
て
き
そ
う

な
空
気
が
あ
り
ま
す
。

■
「
Ｂ
ｉ
ｒ
ｔ
ｈ
ｄ
ａ
ｙ
」

　
と
て
も
印
象
に
残
る
映
像

で
、
十
分
と
い
う
時
間
と
映

像
の
質
が
よ
く
響
き
あ
っ
て

い
て
面
白
か
っ
た
。
出
演
の

ふ
た
り
は
ふ
た
ご
、
で
し
ょ

う
か
。
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
も

　
毎
回
、
映
画
塾
の
会
員
に

よ
る
個
性
的
な
ト
ー
ク
や
、

一
般
映
画
の
魅
力
に
つ
い
て

毎
週
日
曜
日
午
後
五
時
か
ら

約
一
時
間
、
た
っ
ぷ
り
放
送

し
て
い
ま
す
。

　
年
末
、
十
二
月
二
十
六
日

の
放
送

写
真
＝
で
は
、
映

画
塾
会
員
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
一

九
九
九
年
ベ
ス

ト
・
ワ
ン
、
ワ
ー

ス
ト
・
ワ
ン
映
画

も
発
表
。
ベ
ス
ト

は
ビ
ー
ト
ル
ズ
の

「
イ
エ
ロ
ー
・
サ

ブ
マ
リ
ン
」
、
ワ

ー
ス
ト
は
「
ス
タ

ー
ウ
ォ
ー
ズ
・
エ

ピ
ソ
ー
ド
１
」

と
、
一
般
映
画
雑

誌
で
は
考
え
ら
れ

な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
放
送
エ
リ
ア
は
新
津
市
と

新
潟
市
、
三
条
市
、
加
茂

市
、
新
発
田
市
な
ど
で
す
。

エ
リ
ア
外
で
も
映
画
塾
コ
ム

で
聴
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

日
本
全
国
、
世
界
中
で
も

「
Ｃ
ｉ
ｎ
ｅ
ｍ
ａ
で
愛
し

て
」
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る

わ
け
で
す
。

　
「
Ｃ
ｉ
ｎ
ｅ
ｍ
ａ
で
愛
し

て
」
で
は
、
リ
ス
ナ
ー
に
よ

る
思
い
出
の
映
画
を
紹
介
す

る
「
遙
か
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
」

と
い
う
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
投
稿
し
て
下
さ

い
。
あ
て
先
は
映
画
塾
の
事

務
所
か
映
画
塾
コ
ム
の
メ
ー

ル
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
日
曜
の
夕
方
は
七
六
・
一

メ
ガ
ヘ
ル
ツ
に
チ
ュ
ー
ニ
ン

グ
を
！

　
「
Ｎ
Ｇ
」
も
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
―
。
「
映
画
塾
コ

ム
」
で
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
と
い
う

フ
ァ
イ
ル
形
式
で
「
映
画
塾

通
信
Ｎ
Ｇ
」
の
配
信
も
始
め

ま
し
た
。
「
Ａ
ｃ
ｒ
ｏ
ｂ

ａ
ｔ
　
Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｅ
ｒ
」

と
い
う
無
料
の
ソ
フ
ト
を

コ
ム
上
で
手
に
入
れ
れ

ば
、
パ
ソ
コ
ン
上
で
「
Ｎ

Ｇ
」
を
見
て
、
印
刷
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
配
布

し
て
い
る
の
は
白
黒
の
印

刷
物
で
す
が
、
コ
ム
で
は

カ
ラ
ー
で
配
信
し
て
い
ま

す
。
　
ラ
ジ
オ
と
同
じ
く
、
世

界
中
ど
こ
に
い
て
も
に
い

が
た
映
画
塾
の
情
報
が
入

手
で
き
る
わ
け
で
す
。
パ

ソ
コ
ン
を
お
持
ち
の
方

は
、
ぜ
ひ
映
画
塾
コ
ム
に

遊
び
に
来
て
下
さ
い
。

「Ｃｉｎｅｍａで愛して」ゲスト

第1回(12・5)矢部孝男(映画塾代表)

第2回(12・12)星龍雄(同副代表)

第3回(12・19)シャノンこと渡邊美佳(1期)

第4回(12・26)年末特集　星龍雄、駒形千夏(3期)

第5回(1・2)新年特集　矢部孝男、山川智子(4期)

第6回(1・9)臼木栄美子(3期)

第7回(1・16)柄澤優子(3期)

第8回(1・23)長谷川幸枝(2期)

今後のゲスト(予定)

第9回(1・30)土田雅之(新潟市青年ネットワーク)

第10回(2・6)笹崎隆(映画塾副代表)

第11回(2・13)五十嵐政人(同事務局長)

第12回(2・20)ナシモト・タオ(同講師・映像作家)

第13回(2・27)吉田健明(同スタッフ)

にいがた映画塾コム

　
新
生
シ
ネ
バ
ン
第
二
弾

は
、
二
月
二
十
七
日
に
映
像

作
家
・
寺
田
裕
之
氏
の
特
集

を
開
き
ま
す
。
映
画
塾
講
師

の
野
上
純
嗣
さ
ん
の
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
す
。

　
寺
田
氏
は
一
九
六
二
年
東

京
都
出
身
。
手
塚
眞
、
利
重

剛
、
小
中
和
哉
各
監
督
が
在

籍
し
た
成
蹊
高
校
映
研
に
所

属
。
二
年
生
の
と
き
の
初
監

督
作
品
「
終
」
（
利
重
剛
主

演
）
で
い
き
な
り
日
本
映
像

フ
ェ
ス
大
賞
、
東
京
都
知
事

賞
を
受
賞
。
高
校
生
と
は
思

え
な
い
秀
逸
な
演
出
で
一
躍

自
主
製
作
映
画
の
寵
児
と
な

り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
大
阪
芸
大
に
進

学
。
八
ミ
リ
作
品
を
つ
く
り

続
け
、
Ｐ
Ｆ
Ｆ
グ
ラ
ン
プ
リ

の
斎
藤
久
志
監
督
の
超
長
回

し
映
画
「
う
し
ろ
あ
た
ま
」

の
撮
影
も
担
当
。
初
の
一
六

ミ
リ
作
品
「
死
神
特
急
」
は

各
地
の
映
画
フ
ェ
ス
で
グ
ラ

ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま
し
た
。

野
上
さ
ん
は
「
現
在
の
邦
画

界
で
絶
対
活
躍
し
て
ほ
し
い

期
待
高
ま
る
映
像
作
家
」
と

太
鼓
判
を
押
し
て
い
ま
す
。

　
初
作
品
「
終
」
か
ら
「
死

神
特
急
」
ま
で
、
五
本
を
上

映
し
ま
す
。

　
以
降
は
、
三
月
に
三
条
高

校
の
映
像
作
品
特
集
、
四
月

は
映
像
作
家
・
寺
嶋
真
里
特

集
、
五
月
は
原
将
人
特
集
を

お
送
り
す
る
予
定
で
す
。
お

楽
し
み
に
！

２
月
　
日
は
寺
田
裕
之
特
集

27

　
第
四
期
映
画
塾
で
講
師
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
大
倉

宏
さ
ん
か
ら
、
ス
タ
ッ
フ
の
井
上
朗
子
さ
ん
へ
卒
業
作

品
の
感
想
が
届
き
ま
し
た
。
全
文
を
掲
載
し
ま
す
。

第
４
期
に
関
す
る
書
簡

大
倉
　
宏

ネットでラジオ
｢Cinemaで…｣放送中

Ｎ
Ｇ

も

カ
ラ
ー
で
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り
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
多
く

の
応
募
作
品
か
ら
選
ば
れ
た

も
の
。
コ
ン
ペ
形
式
の
映
画

祭
で
、
映
画
塾
会
員
の
作
品

が
上
映
さ
れ
る
の
は
初
め
て

で
す
。

　
「
ゆ
う
ば
り
国
際
フ
ァ

ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
映
画

祭
」
（
二
月
十
八
日
―
二

十
二
日
）
の
オ
フ
シ
ア
タ

ー
部
門
で
は
、
厳
選
さ
れ

た
十
本
の
中
に
入
り
ま
し

た
。
二
十
日
午
後
五
時
か
ら

「
ゆ
う
ば
り
ホ
テ
ル
シ
ュ
ー

パ
ロ
」
で
上
映
さ
れ
ま
す
。

　
大
阪
の
自
主
映
画
祭
「
プ

ラ
ネ
ッ
ト
映
画
祭
二
〇
〇

〇
」
（
同
月
十
七
日
―
二
十

日
）
で
は
約
百
六
十
本
の
応

募
の
う
ち
三
十
五
本
を
上

映
。
井
上
さ
ん
の
作
品
は
会

場
の
「
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
　
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
（
同
市
中

央
区
森
ノ
宮
）
で
十
九
日
午

後
八
時
過
ぎ
に
上
映
さ
れ
ま

す
。
　
「
う
れ
し
い
、
着
ぐ
る

み
」
は
一
六
ミ
リ
、
二
十
分

の
作
品
。
新
潟
市
内
の
下
町

の
風
景
が
出
て
く
る
さ
わ
や

か
な
印
象
の
映
画
で
す
。
今

回
の
映
画
祭
上
映
に
つ
い
て

　
「
あ
な
た
の
映
画
を
映
画

館
で
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、
一
九
九
七
年
よ
り
毎

年
十
一
月
、
新
潟
・
市
民
映

画
館
シ
ネ
・
ウ
イ
ン
ド
で
開

催
し
て
き
た
「
イ
ン
デ
ィ
ー

ズ
ム
ー
ビ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
・
ア
ン
タ
の
映
画
見
せ
て

や
れ
っ
！
」
。
九
九
年
も
十

一
月
二
十
日
（
土
）
、
二
十

一
日
（
日
）
の
二
日
間
、
第

三
回
と
し
て
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
第
四
期
に
い
が
た
映
画
塾

の
卒
業
制
作
作
品
八
本
を
上

映
し
た
二
十
日
は
、
入
場
者

百
十
九
人
。
超
満
員
と
な

り
、
に
い
が
た
映
画
塾
の
知

　
会
員
・
井
上
朗
子
さ
ん
＝

写
真
＝
監
督
の
「
う
れ
し

い
、
着
ぐ
る
み
」
が
、
二
月

中
旬
、
北
海
道
夕
張
市
と
大

阪
市
の
二
つ
の
映
画
祭
で
相

次
ぎ
上
映
さ
れ
る
こ
と
に
な

名
度
と
関
心
が
上
が
っ
て
き

て
い
る
と
い
う
手
応
え
を
感

じ
ま
し
た
。

　
一
般
応
募
作
品
二
十
七
本

を
上
映
し
た
二
十
一
日
は
、

人
気
ベ
テ
ラ
ン
俳
優
の
大
杉

漣
氏
を
主
演
に
起
用
し
た
高

校
生
監
督
・
田
巻
源
太
さ
ん

の
「
黒
い
カ
ナ
リ
ア
」
上
映

時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し

た
。
大
杉
漣
効
果
も
あ
っ
て

こ
の
日
は
百
五
十
九
人
が
会

場
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
た
だ
、
映
画
塾
系

の
出
品
者
が
二
十
七
人
中
十

七
人
と
い
う
こ
と
で
、
一
般

の
お
客
様
よ
り
映
画
塾
関
係

者
の
比
率
の
ほ
う
が
ま
だ
ま

だ
高
い
の
が
気
に
な
り
ま
し

た
。
　
今
後
は
作
品
募
集
も
含
め

て
、
宣
伝
に
よ
り
工
夫
を
し

て
、
当
イ
ベ
ン
ト
の
ス
テ
ー

タ
ス
を
年
々
上
げ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
は
皆
さ
ん
！
作
品
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
！
当
イ
ベ

ン
ト
で
の
上
映
を
目
標
に
頑

張
っ
て
下
さ
い
。
そ
う
い
っ

た
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
く

と
、
「
あ
な
た
の
映
画
を
映

画
館
で
」
「
賞
な
し
、
審
査

な
し
、
全
作
品
上
映
」
「
監

督
は
当
日
必
ず
来
場
し
て
舞

台
あ
い
さ
つ
を
す
る
」
が
売

り
の
当
イ
ベ
ン
ト
も
、
今
年

は
若
干
の
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
今
年
も
皆
様
の
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
実
行
委
員
長
・
大
橋
健

一
）

　
▽
樋
口
美
雪
写
真
展
「
す

き
ま
」
（
一
月
三
十
日
―
二

月
五
日
・
映
画
塾
事
務
所
）

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
事
務

所
を
使
っ
た
写
真
展
を
開
き

ま
す
。
樋
口
さ
ん
は
第
四
期

卒
業
生
。
ぜ
ひ
見
に
来
て
下

さ
い
。

　
▽
劇
団
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｅ
カ
ラ
ッ

ト
公
演
「
バ
イ
ブ
」
（
三
月

二
十
日
午
後
二
時
開
演
・
万

代
市
民
会
館
）
　
演
出
は
平

石
一
仁
さ
ん
、
舞
台
監
督
は

大
橋
健
一
さ
ん
（
ど
ち
ら
も

三
期
卒
業
生
）
。

　
Ｎ
Ｇ
が
映
画
塾
コ
ム
で
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
友
達
に
ど
ん
ど
ん
Ｐ
Ｒ

し
て
下
さ
い
。

　
第
九
号
は
四
月
中
旬
発
行

予
定
で
す
。

　
【
編
集
ス
タ
ッ
フ
】
星
龍

雄
【
題
字
】
宮
川
直
子

11月20、21日　第3回にいがたインディーズムービー・フェ

スティバル　初日は「第4期」の卒業作品8本を上映。2日目

は一般応募作品27本の上映。東京、名古屋、札幌などの県外

から応募した作家も訪れ、新潟の映画塾関係者らと交流し

た。高校生・田巻源太さんが撮った、俳優・大杉漣氏の主演

作品は満員となった

(シネ・ウインド)

12月5日　ラジオ番組「Cinemaで愛して」スタート

12月10日　CineCineBangBangVol.11　佐藤広一特集

（RoomNo.2001）

12月26日　大掃除（事務所）、2000年度総会（万代市民会

館、 忘年会（ 赤たぬき）

1月15日　新年会（事務所）

寄贈機材一覧
■音響関係

マイク：ソニー製ECM-280（2）、ECM-170

（1）、ECM-99(1)▽エルモ製FC-202(2)、ワイ

ヤレスマイクセット(1)

ミキサー：ソニー製6CH・MX-14(1)

サウンドテレコ：エルモ製SR-1(1)

■8ミリ関係

カメラ：キヤノン製DS-8＝ダブルラン200フィ

ートコダックフィルム使用＝(一式）▽エルモ製

612R（1)、110R(1)、350SL(1)、F20S-XL(1)

三脚：木製大小2セット

スプライサー：アグファ製(1)

ワイヤードリモコン(1)

フジスチールネガ1コマ取り込み用アダプター(1)

ＧＯＫＯ製エディター（1）

ナングレア　ガラス使用タイトラーボード(1)

800フィート対応映写機用リール(2)

そのほか取扱説明書またはカタログ

井
上
さ
ん
作
品

う
れ
し
い
、
着
ぐ
る
み

夕
張
、
大
阪
で
上
映
へ

第
３
回
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
フ
ェ
ス

超
満
員
に
手
応
え

編
集
後
記

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
団
体
に
い
が
た
映
画

塾
は
発
足
し
て
二
年
目
の
正

月
を
迎
え
ま
し
た
。

　
二
〇
世
紀
最
後
の
本
年

は
、
二
一
世
紀
に
に
い
が
た

映
画
塾
が
新
潟
の
映
像
活
動

の
拠
点
と
な
る
べ
く
を
テ
ー

マ
と
し
て
様
々
な
活
動
を
試

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
、
ご
好
評
を
い
た
だ

い
た
上
映
会
「
シ
ネ
・
シ

ネ
・
バ
ン
・
バ
ン
」
は
会
場

の
五
十
嵐
地
区
か
ら
新
潟
市

内
中
心
部
に
移
し
、
更
な
る

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
め
ざ
し
検

討
会
が
続
い
て

い
ま
す
（
既
に

暫
定
的
に
三
月

ま
で
の
上
映
会

が
決
ま
り
ま
し

た
）
。

　
新
津
市
の
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
局

「
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
　
Ｃ
Ｈ
Ａ

Ｔ
」
で
放
送
中
（
日
曜
日
午

後
五
時
）
の
「
シ
ネ
マ
で
愛

し
て
」
は
半
年
間
の
長
丁
場

で
す
が
、
ス
タ
ジ
オ
で
収
録

す
る
の
で
は
な
く
、
映
画
塾

の
中
で
作
っ
た
テ
ー
プ
（
Ｍ

Ｄ
）
を
局
に
納
品
す
る
と
い

う
独
自
の
制
作
ス
タ
イ
ル
で

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
第
五
期
映
画
塾
講
座
の
た

め
の
準
備
会
も
始
ま
り
ま
し

た
。
会
員
の
映
画
製
作
の
た

め
の
環
境
の
充
実
も
続
け
て

い
き
ま
す
。

　
会
員
井
上
朗

子
さ
ん
が
製
作

し
た
「
う
れ
し

い
着
ぐ
る
み
」

は
昨
年
末
、
名
古
屋
に
て
上

映
さ
れ
、
こ
の
二
月
に
は
夕

張
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
映

画
祭
、
大
阪
プ
ラ
ネ
ッ
ト
映

画
祭
で
の
上
映
が
決
ま
り
ま

し
た
。
ま
た
会
員
堀
浩
さ
ん

の
シ
ナ
リ
オ
が
昨
年
ク
リ
ス

マ
ス
・
イ
ブ
に
Ｆ
Ｍ
し
ば
た

に
て
ラ
ジ
オ
・
ド
ラ
マ
と
し

て
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
員
個
々
の
よ
り
充
実
し

た
活
動
を
促
進
す
る
た
め
に

も
全
員
が
映
画
塾
を
盛
り
上

げ
、
支
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
に
い
が
た
映
画
塾
は
ま

だ
、
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り

で
す
。

年
頭
あ
い
さ
つ

に
い
が
た
映
画
塾
代
表

矢
部
孝
男

　
新
潟
で
活
躍
し
て
い
る

映
像
作
家
の
大
先
輩
、
古

賀
淳
さ
ん
か
ら
こ
の
ほ

ど
、
映
画
塾
に
撮
影
機
材

な
ど
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。
　
古
賀
さ
ん
は
「
県
ア
マ

チ
ュ
ア
映
像
連
盟
」
の
ほ

か
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も

に
、
昨
年
十
一
月
の
新
潟

イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
・
フ
ェ
ス

に
来
訪
。
若
者
た
ち
が
映

像
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で

い
る
姿
に
感
激
し
、
協
力

を
約
束
。
長
年
愛
用
し
て

い
た
機
材
を
提
供
し
て
い

た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　
筋
金
入
り
の
映
像
マ
ニ

ア
だ
け
あ
り
、
ど
の
機
材

も
保
存
状
態
は
完
璧
。
子

供
の
こ
ろ
に
あ
こ
が
れ
て

い
た
名
機
を
前
に
、
三

〇
、
四
〇
代
の
会
員
は

「
格
好
い
い
ー
」
と
一
つ

ひ
と
つ
手
に
取
り
な
が
ら

は
し
ゃ
い
で
い
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
は
ど
ん
ど

ん
活
用
し
て
下
さ
い
。

　
古
賀
さ
ん
、
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

大先輩が機材を寄贈
　　　 往年の名機種も
新 潟 の
古賀さん

（
決
定
・
重
要
事
項
の
み
）

■
一
九
九
九
年
度
第
二
十
五

回
（
十
一
月
十
六
日
）
■
第

二
十
六
回
（
十
二
月
七
日
）

■
第
二
十
七
回
（
十
二
月
二

十
一
日
）
い
ず
れ
も
決
定
事

項
な
し

■
二
〇
〇
〇
年
度
第
一
回

（
一
月
十
一
日
）
決
定
事
項

―
機
材
基
金
を
使
っ
た
購
入

優
先
順
位
は
ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
、
ガ
ン
マ
イ
ク
と

す
る
。
■
第
二
回
（
一
月
十

八
日
）
会
計
報
告
―
十
二
月

か
ら
一
月
十
八
日
ま
で
の
会

費
一
括
振
込
は
二
十
一
人
、

十
七
万
三
千
円
だ
っ
た
。

井
上
さ
ん
は
「
選
ば
れ
た
の

は
私
の
実
力
だ
と
だ
れ
も

言
っ
て
く
れ
な
い
け
れ
ど
、

感
激
で
す
。
み
な
さ
ん
の
お

か
げ
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し

て
い
ま
し
た
。

定
例
会
報
告


